
デジタルえびな生きもの大調査2025

デジタルえびな生きもの大調査2025とは？
• 海老名市では2021年から2024年まで「えびな生きもの大調査」を実施してきました。

• 2025年はアメリカのNPOが運営する生物多様性のデジタル・プラットフォームである
「iNaturalist」を使って「デジタルえびな生きもの大調査」を実施しました。

内容

方法： iNaturalist上の「デジタルえびな生きもの大調査」プロジェクトに、参加者がス
マートフォンなどで撮影した海老名の生きものの写真を投稿してもらいました。

期間： 2025年9月27日（土）から11月28日（金）までの9週間・63日間。

参加者数： 57人

主催： 海老名市

共催： 麻布大学高大接続・社会連携プログラム開発センター



生きもの観察会について
9月27日（土）にキックオフイベントを海老名運動公園で開催しました。
iNaturalistの使い方を学び、公園内の生きものを観察しました。

生きもの観察会の様子



iNaturalist上のプロジェクトページ

観察記録数 種数 分布

参加者の記録
最多観察記録数 最多観察種数 最多同定数

コメント・いいねが多かった観察記録



魚やエビ・カニの観察記録

種数観察記録数生きもの

1420魚

36エビ・カニ

魚の分布

昆虫やクモの観察記録

種数観察記録数生きもの

2472クモ

228846昆虫

クモ・昆虫の分布



植物の観察記録

種数観察記録数生きもの

200500植物

植物の分布

哺乳類・爬虫類・両生類の観察記録

種数観察記録数生きもの

33哺乳類

24爬虫類

13両生類

哺乳類・爬虫類・
両生類の分布



菌類の観察記録

種数観察記録数生きもの

１０４２７９菌類

菌類の分布

鳥類の観察記録

種数観察記録数生きもの

３９１８２鳥類

鳥類の分布



外来種の観察記録

種数観察記録数生きもの

３９１８２外来種

外来種の分布

生物多様性への貢献
・iNaturalistの登録ユーザーは、観察した生きものの種の
「同定」を提案します。その提案に、他のユーザーが同意すると、
その観察記録は、「研究用グレード」の観察記録となります。

・ 「研究用グレード」の観察記録は、世界中の生物多様性情報
を集約している国際機関である「地球規模生物多様性情報機
構」＝GBIF(Global Biodiversity Information Facilities）のオカ
レンスデータ（生きものの発生記録）として記録されます。

・GBIFには海老名市内で今までに10,469件のオカレンスデー
タが記録されています。（2025年12月24日現在。）

・2025年のオカレンスデータは1,186件ですが、全てiNaturalist

の研究用グレード観察記録のデータセットです。

・2025年のオカレンスデータの月別数は下の通りです。

・「デジタルえびな生きもの大調査」を実施した9月、10月、11

月で1,013件のオカレンスデータが記録されました。これらの

データは世界の生きものの分布を示す資料として、世界の生物
多様性情報に貢献しています。



1) 「観察記録」をクリックします。

２）「フィルター」をクリックします。

３）フィルターを使って観察記録を探します。

プロジェクトを見る！
デジタルえびな
生きもの大調査

「観察記録」
をクック

「フィルタ―」
をクリック

海老名の生物
多様性情報

※まずは海老名のプロジェクトページを開こう！

※日時や場所、
種や観察者な
どで観察記録
の表示を変える
ことができます。

例えば、鳥だけ
とか植物だけと
か、絶滅危惧種
だけとか外来種
だけとかを表示
も可能です。

で生きもの観察

・誰でも無料で利用できます。

・ユーザー登録が必要です。13歳未満の方は保護者と一緒に。

Webページ iPhoneアプリ Androidアプリ

・iNaruralistを知るための動画

・iNaruralistで生きもの観察をしよう！

iNaturalistの観察ステップ！
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